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232− ・90 講 演 要 旨 日 産婦誌 7卷 2 號 臨 時 櫓刊i

碍 る 病状 の 限界 に 就 て 臨床例 を擧げ論 じた い ．本問題は

最 も電 要且 つ 困雑な 事 で あ り更 に 長年月の 臉索 を 要す る

と考え る が一應 こ れ迄 に調査 し得た 事預 に就き第 1囘 の

報告 を す る．

　 34．逡科篝i域 に 勢 け る 航結棲齊豺こ匿髦する研 究

　　　 （第 1 飆

　　　　（大阪市大）

　　 藤森速水 ， 甼井　修 ， 奥 山通雄 ， 今 井　進

　 妊釐婦 の 結核性疾患に 對 し化學療法は 虚脆療法 と共 に

麌 く用 い られ て い る．こ れ ら抗 結核鵜 の 妊 掃 及 び 胎 兒 に

及 ぼ す影響を詳細に 檢す る事は 軍要 で あ る ．に も拘 らず

こ の 間 の 淌息を 明か に し た 研究は 寥 々 た る もの で ある．

余等は義教窒年來の 妊婦肺結核に關す る研究 の
一

部 と し

て 抗結核邂と して D．H ，S．M ．，　 Pas．　 INAH を用い ，マ

ウ ス 子 宮蓮 動 に 及 ぼ す影響を 檢 し 次 で SM の 埠體血 中

濃度並 セこ 胎見及び附属物 へ の 移行態度を檢 し，更に チ ビ

オ y の 妊娠 母體及び胎兒 に 及 ぼ す影響に 就 き瞼 し若
＝F知

見 を得 た の で こ エ に 報
・
告す る．

　先ず子 宮蓮動 に 及 ぼ す SM 　Pas 　INAH の 短時間作用

の 影響を劉出子 宮及 び 生體子 宮に 於 て 檢 し た．捌出子宮

は Mag 艶 s 法 に よ り主 と して マ ウ ス 子宮を 用い 各單獨作

用 ， 併用敷果，奴娠非妊及び性周期 との 關係，讒， 3 の

1性 ホ ル モ y の 自律碑經i毒 と の 閣係 に つ き強 した ．3 嬲共

高濃度 に 於 て は 蓮動の 抑制が み られた ．生 體に 於け る覬

察は家更を用い Trendel 翩 burg 氏法 に よ り子 宮を懸垂

し 同時 に ．血鑒，呼 吸 を描聲せ しめ そ の 影響を 糠 し た e

　 次 に 非妊婦，妊婦並 に 耨婦 に D ．H ．S．M ．1．Og を筋注

しそ の 母皚血，尿 ， 胎 兒 並 に附鵬物へ の 移行量を川上 ・

鳥居重層法に よ り測定 した、妊娠時期に よる 母體，血中

濃匿 の 差異， 尿中排泄量の 變化 ， 又臍滯血 中，羊水中，

胎 冤，潴盤，惡露，母乳中へ の 移行朕態 を 檢 した ，

　 最後 に Tibion が 妊娠隊體及 び 胎兒 に 及ぼ す影響 に つ

き檢 した．即ち妊娠各月 の 妊婦，褥婦に Tibionを 投與

し録體で は ， 肝機能強査，洫 液餤，そ の 他 2 ， 3 の 臨床

臉査 に よ り強 し，胎兇で は 人：〔妊娠中絶魔出胎 兒 を 用 い

各臓 器 の Tibion ．感
愚

及び組織 畢的 に 櫨 した ・乗難娠 丹

の 母豊 よ り胎 児へ

’
．　

’
　移行，孚L汁 中へ の 移行 も

．
強

　 　 　 　 　 　 　 　 　
ゴ1綴

さ．
した．叉妊娠動物に 野ヂ　　　量 に つ き種 々 臉討 した　　　　　　　　　　　　　　 tr．．
故，こ れ ら の 結果を 發表 せ ん

tt
す。

罅 。驅梅療法特に娃 婦梅毒に つ い て

　　　　　　　　　（東大分院） 橋 本 和 人

近來各種驅梅珊の 使用 に依 り梅毒治療特 に 早期顯症 侮

毒 に は 目 ざ ま し き進歩 が 見 られ た が，強 力 な る驅 鑼療法 …

に も拘 らず血 清梅毒反應i．が 顧固｝こ存在す る症例 に 遭遒す

る事 が 多 い ．我 が歡室に 於 て は 主 と して マ フ ア ル ゾール

短 聞隔連 wai，k 射，又 は ネ オ ネ ォ ア ドセ ミ ソ 及 び こ れ に ベ

ニ シ リ ソ の 営用法 を實施 し て 居 る．先 に 我 が歡 室 の 關 が

昭 和 23年 よ り昭和26年迄 は詳細に 治療敷果を發表 し て 騰

る ．之に 引き續き昭 和 27年 よ り昭和 28年迄 に經驗 した る

症例に つ き次 の 樣な結果を得 た の で 報告す る．

　1）妊婦梅毒

　研究材料 と し て は 當科外來 を訪 れ し妊婦を 採 血 し血 潛

梅毒反應陽 性を 示せ る もの に つ き行つ た ．昭和 27年度器

年度 の 妊婦 の 梅毒陽性攀 は次の 如 し，

　　　　　 採血數　　　陽性者數　　　百 分牽

　27塗ト　　　　　　678夢聾　　　　　　　23en　　　　　　　3，4％ （強 ）

　286tp　　　　　705例　　　　　　　19夢il　　　　　　2．7％ （弱）

　治療實施 せ る妊婦梅毒 は 17例 に し て，先天性梅毒7 卿

早期濳伏褥毒 4 例，後期濳伏櫞毒 6例 で あ る．注射總量

は マ フ ァ ル ゾ ール 最低 L14g ，最高 3．64g，ネ ォ ネ ォ ア e

セ ミ y 最低 11．7g，最高16．95g
， 油性ペ ニシ リ ン 12eo

’
el

最高ユ500萬で ある．治療成績を一括する と分娩終了時11iv

清梅毒反懸陰性 1 例，弱陽性化 2 例 ，不 變 11例 ，不 明 3’

例 で あ る．治療 し た る 控i毒母體よ り出生 ぜ る新生 兒 に つ

い て 無 治療 の ま L 血 清梅毒反懸 の 變化 ：を醐察 す るに，

臍帶血採取 せ る 1．2 例中陽性9 飼 あ りた る も， 1邇 聞 後i

に は 血溝梅毒反應 の 變化が見られ，　1 カ 月後 に は 遲 く

と も 2 カ 月後 に は 全例陰性化 して い る．治療を な せ る 2

例中 1 例は 妊娠 8 カ 月終 りよ り治療す る も，治療に 野 し

て 全 く黙意なく治療不充分 の ま X 自宅 分娩 し
， 分娩後 2

カ 月に 初 め て 來院 し，血 清反應を 見 るに陽性で 臨床痘状：

と し て も全 身に 亙 る 聴 に 頭部 の 皮 疹 の あ る 例 で あ つ て ，

之 に 饗 し油ぺ 1 月30萬筋注，總量 690 萬 に 及 ん だ．治療

後 2 カ 月 ワ 氏反懸陰性を示 し10カ月後 も陰性を 繼綾 して

居 る ．

　 II）非妊婦梅毒

　治療 せ る 非妊婦梅毒は25例 で先 天 性梅毒 6 例，早期濳

伏梅毒 6例 ， 後期濳伏梅毒13例で あ る．注射總 量は マ フ

ア ル ゾ冖ル 最低1．78g 最高3．58g ネ ォ ネ ォ ア P セ ミ ン 最

｛氏4．65g 最高20．5091 由
・
性ペ ニ シ リ y 最｛螽600萬最高1800

萬使 Fflした．成績を一一・twする と 早期濳伏梅毒 に 於 て は 陰

性化 3倒，弱陽性化 1 例，不變 2 例 で ある．先天性梅毒

に 於 て は 陰性化 な く ， 翡陽性化1 例，不 變 5 例 ， 後 期濳

伏梅毒 に 於 て は 陰性化 1 例，弱陽 性化 2 例 ，不 變 10例 で

あ る。

　　
．
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　以 上症蜊中以前に 治療 し た る もの 9 例ある が，こ の 内

1 例 は 以 前 2 年間 に亙 b　
−i フ ア ル ゾール 10・29・ 油陸ペ

ニ シ リソ 120嘆 注射すれ ど ワ 露 蛋捌 飽を示し 肝障融 こ

て 治療 を 中止せ る後期濳伏梅毒 で ， 治療 中止 後 1 年當科

來院 した もの で ある が，當科に て マ フ ア ル ゾ ール 3 ・69注

痢 す る も依然 と して 強陽陸を 示す例がある．之は 朗らか

薯こ抗療陸悔毒 を 思 わ せ る ・

　以 上 の 症例 よ り妊娠中血 清梅毒反懸 の 陰性・fヒは 困雛で

あ る が，あ る
一

完度 の 藥矯量を注射すれば，た と え臍螢

血 が 灘 で あ つ て も 2 ヵ 月後に は 陰轉化 し異甑 瀰 生

児 を得 る 事 が ｛賺 る と 考え られ る ．治療基準 と し て 必要

に し て ＋ 分な る最少量 の 決定は 今後 の 研究 に 俟 た ね ばな

らぬ が ，
マ フ ア ル ゾ ール 2g 以 上，ネ オ ネオ ア 尸セ ミ ソ

12g 以 上，之 に ペ ニ シ リ ソ を 併用すれ ば良 い と 考 え る．

必ee）C して
一
吩 な る最少量 へ の 逍求に 1よ，血清 ワ 氏反鷹

の 抗體價の 變勁を 注親 し て よ り最少量 へ urづ き度 い と考

え之 に つ い て は 後 良發表す る豫走 で あ る．叉抗療隣梅毒

起 つ い て は 未だ眞 に 梅毒が治癒 しない か ，又 は梅毒 は 甑

に 治癒 し て い る が』睛 の 方 に 梅毒 と直接關係な くカ ル ヂ

ォ 列 ピ 双 は単 bア ル ＝ ・’ル エ キ ス 皈 應する航體が

殘存す る もの と考 えられ る．之 に つ い て 」血清 ワ 氏 反懸 の

鱧 價の 變 動 に 關蓮 し て よ 旺 確 な血 清韆 反應の 術式

が 要譜され る ，

　次 に薪生 兇先天匪梅毒 に は ペ ニ シ リ y は 副作用少 く非

常 に 有 效 で ，短時 日 に 陰轉化出來 るが ， 成入先天 1生梅毒

及 び後期濳伏梅苺 の 陰 韓化は非常に 困雄で あ る．

　最後 に妊婦梅毒鯲 て分娩後 の 治療を獎むれ ど出産後

異常な き雜 睨 を 得 るや 治療 叉は tslL清 ワ 氏囀 の 變化Pfi

察 を 中斷する もの が 多い ．之 は 危瞼 な事 で 患者 に して 褥

欝 な る もの を詔識させ ，充分 な る治療敷 果を 擧げ得 る 隷

努力 さ れ ね ば な らぬ ，

　 36．各種降壓翔の妊娠 中毒姓高晩 鑿緯對する治

　　　 療效累 （節 2 報）

　　　　 （横擁 耋大）

　　　森 町　豐，安達健 二
， 宇 佐美昭 ， 器橋五郎

　　　宮崎節生 ， 秋葉幸良 ， 竹卞俊雄，發地 良英

　 細 壓 鯱 期妊娠 中毒症 のts
＝
nlt＊最 も重 要 な もの で

あ る ．こ れ に 對す る 各種 の 降壓湖〔TEA 鹽，ヘキ サ メ ト ニ

ウ ム 鹽 Veratrum 等）の 治療敷果1，a つ い て は・昨年の

本總曹に 於 （第 1 報 し た．更 に こ れ らの 諸融 こ つ い て の

倒數を重 ね る と と もに ，Ranwo1 旦a　serpentina ，　Hyd
・

fazinophthalazine 翻等を妊娠中毒症患者 に 使用 し て
，

233− 91

そ の 抽壓1こ及ぼす影響 を観察す る ど と・も に ・腎・肝機

能，瞋底 血管，註 に 並壓 未稍血管等 に 及 ぼ す影靉を瞼索

し た．・特 に 子 痛に 饗す る 降壓劑 の 敷 果を 檢討した ．

　ユeTetraethryiammenium 鹽

　本醐は 降壓作用 が 不 確實 で 弱 く， 掴騰差 が 多 く，また 敷

果の 攤 瀬 く口
’
副舗 も多 い の で ，治療酌雕 は 少

い．

　 2．　 He ：tar．nethonium 鹽

齷 側 繭 麹 ・ 比 し て 醸 櫛 で 講 騨 間 帳

い ．た 嗷 呆醐 人差 が 多 く：，販壓 の 減少 の 多 い 缺點が

ある．ま湖 舗 蝶 障碍 に よ る胎兒へ の 惡影響も考慮せ

ね ば な らな い ．

　 3．　 Vetatrum 　 viride

　 こ れ の 静注 は 張力 な降壓作用があ り， 脈壓の減少 も少

く，敷 果 の 持 綾 も比較的長 く，侠復も徐 々 で あ る。切 逍

子癇等 で 急速に 陦壓を 望む 場 合 に 逋 し，敷 果 を 更 に持纉

させ る た め に は 翳滴謬注が良 い ．

　 4．Ranwolfia 　 serpantina

　髄者に 比べ て 降壓 の 現 わ れ 方 がおそ い が 敷 果の 掎鑽安

定性に 於 て 勝れて い る．

　子 癇 又 1湖 遉宅癇に對 し て は ， 7例中4 餬 に 發作叉は

再發 を豫防 し，1例 に
・一

時的抑制敷果が あつ た．、他の 治

療法 と と もに ， 降壓劑を使用す る こ と は 有效 と 考 え られ

る．

　か つ 纒 劑 は ，鐸 獨 よ りも・嬾 魁 ミ
し 3種の 併肋

ほ うが，さらに 敷果が あ る．

37．妊娠中毒癨謹鑞象と して行 つ た東窟鄰心郡

　　　居住饗の 総娠倉娩の 質態調査

　　　　　　　　　 （灘 立築地）　竹 　内　繁　喜

妊 娠中毒症調査委員會 の 依麟に よつ て 束享都中央as

内居住者 で ， 昭 繊 8年度中に 分娩 した婦人の 實態 を 調査

し，次の 隷な結果を得た．

　1．參考事項　中央區は舊京橋區 と 巨本僑區と が含併

された もの で 2 つ の 保健所 の 管理 に 分れ て い る．

　　　　　　　　　誹舗
健
購離 合　計

　28年 1 月の 總入 ロ　．103 ，054　 65e121：
齟
手g8，175

　28年慶中 の 出生 數 ．・　 1．328 　　 73G　．−2・059

　28年度中の 死奩數　
「
　　 131　　　 62　

・、　 193

　11 餌 生 に つ い て の 調 査

　（1） 立 會者 介助者及 び 施設別

　1． 醫師の 立 警 い に よ る もの 　1，437例 （65％ ）

　、イ，病院醫院 で の 分婦　1，4工4例
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